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中間（iRS; intermediately Reprogrammed Stem）細胞を樹立した。iRS細胞は、体
細胞が再プログラム化される途中段階の幹細胞株で、低密度培養により安定に増
殖・維持が可能である。一方、高密度培養により iPS細胞への再プログラム化を再
開する特性をもつ。次に、iRS 細胞に CRISPR/Cas9 を介したゲノム編集技術を応用








































  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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